





























































藩置県のため講道館が廃止されたため、由己は大学東校へ入学。在学中 明治十年、大阪陸軍臨時病院に勤務し、同十二年、東京大 医学部を卒業する。大学東校は明治七年に東京医学校と改称され、同十年に東京 学医学部となり 同十二年、卒業生に初めて医学士 称号 与えた。よって由己 最初の医学士となった。　
これら由己の修学については父喬木によるところが大きい。





































































































































































































































































































































































































































一冊見返し書入「富潤屋酒潤身」 、第一冊裏見返し書入「将軍攣対／攻冒城」 、裏表紙書入「軽病不可軽視／緩病不可緩視／杏花堂蔵」 、 写識語（裏表紙（
「□…九年／於思誠堂寫






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































諸言題「書牘日用文諸言」 、巻首「書牘」 、版心題「書牘」 。
　　
諸藝
秘事百選即秘事百撰
　〔福井智徳斎〕
　
江戸期写本
　
中一冊
　
1（（　
（─
（（
　　
外題（表紙打付書
（「秘事百選」 、正しくは「秘事百撰」 、
刊本あり。
